








1972 年 4 月　熊本県飽託郡天明町立店名中学校入学
1975 年 4 月　熊本県立宇土高校入学
1978 年 4 月　日本体育大学体育学部武道学科入学
1982 年 4 月　日本体育大学特別助手
1985 年 4 月　山梨県立日川高校教員
1987 年 4 月　日本体育大学期限付き助手
1990 年 4 月　日本体育大学女子短期大学助手
1992 年 4 月　日本体育大学女子短期大学専任講師
1995 年 4 月　日本体育大学専任講師
2001 年 4 月　日本体育大学助教授（2007 年より准教授）

















































































ピック出場に 1 歩前進した．28 歳の時の講道館
杯全日本体重別選手権大会，全日本選抜体重別選
手権大会で 3 連覇し，ソウルオリンピックの出場
権を獲得した．代表が 6 月に決定し，9 月の試合
















































































本柔道連盟強化男子ジュニアコーチ（1 期 4 年
1993-1996），女子コーチ（1 期 4 年 1996-2000，シ
ドニーオリンピック 48㎏級　田村亮子担当），男
子コーチ（2 期 8 年 2000-2008，アテネオリンピッ
ク 60，66㎏級　野村忠宏，内柴正人，北京オリ
ンピック 60，66kg 級　平岡拓晃，内柴正人担当）
男子強化副委員長（1 期 4 年 2012-2016 リオデジャ
ネイロオリンピックチームリーダー）を務めさせ
ていただいた．大学においては，全日本学生柔道
体重別団体優勝大会で 3 位が 6 回，優勝 1 回，全
日本学生柔道優勝大会 3 位が 3 回，女子は，全日
本学生女子柔道優勝大会優勝 2 回，準優勝 1 回，
全日本女子柔道選手権大会優勝 2 回，世界柔道選
手権大会出場 4 名，全日本学生体重別選手権大会
（1993 － 2017）の成績を収めた．33 歳から 1 人
で大学とナショナルチームを指導する事は激務で
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はあったが，多くの指導者やトップ選手と時間を
共有することで，多種多様なコーチングを学ぶ事
ができ，貴重な経験となった．笹渕五夫先生，池
田敬子先生，中嶋寛之先生，先輩，同級生，後輩，
教え子，家族に支えられて，指導者として人生を
歩めていることに幸せを感じている．65 歳まで
残り 7 年，大学，柔道部の発展に尽力していきた
い．
５．後輩に一言
リオデジャネイロオリンピックの JOC のス
ローガンは，「人間力なくして競技力向上は，無し」
でした．出場した選手のコメントの中に感謝の言
葉が多く聞こえてきました．うまくいったら人に
感謝し，うまくいかなかったら自分の責任である
という考えが浸透していると感じました．全ての
スポーツに人間力を高める教育があり，社会は，
人間力の高い人材を必要としています．競技の歴
史，教育的価値をよく理解して競技を追求し，勝
つことも大事であるが併せて人間力も高めていっ
て下さい．
1987 年世界柔道選手権大会（エッセン）
1987 年世界柔道選手権大会（エッセン）
1988 年ソウルオリンピック（ソウル）
1988 年ソウルオリンピック（ソウル）
200
オリンピックスポーツ文化研究　2019. 6　No. 4
